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mw
年
度
は
し
め
く
く
り
の
年
に

4
月
6
日
、
婦
選
会
館
で
聞
か
れ
た
%
年
度
総
会
で
、
何
年
度
の
総
括
と
決
算
は
報
告
通
り
承
認
、
何
年
度

の
運
動
方
針
と
世
話
人
は
提
案
通
り
決
定
、
何
年
度
予
算
は
一
部
修
正
の
上
決
定
し
ま
し
た
。
従
っ
て
、
今

年
は
し
め
く
く
り
の
年
と
な
り
、
明
年
3
月
引
日
に
家
庭
科
の
男
女
共
修
を
す
す
め
る
会
は
解
散
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
ご
協
力
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
度
も
、
最
後
ま
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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む
つ
Q
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会
費
二
千
円
お
お
さ
め
く
だ
さ
い

春
号
で
お
し
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、
世
話
人

会
で
は
会
費
を
二
千
円
と
し
て
今
年
度
の
予
算
案

を
つ
く
り
ま
し
た
。

4
ペ
ー
ジ
の
よ
う
に
、
こ
の

案
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

M
m
年
度
の
|
|
最

後
の
1
1
1
会
費
二
千
円
を
な
る
べ
く
早
く
お
お
さ

め
く
だ
さ
い
。

す
で
に
%
年
度
の
会
費
と
し
て
三
千
五
百
円
納

入
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
、
明
年
度
以
降
の
会
費
を

納
入
済
み
の
方
に
は
、
超
過
分
を
お
返
し
し
ま
す
。
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版
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六
年
度
総
会
報
告
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集
会
「
家
庭
科
共
修
で
日
本
が
変
わ
る
!
」
・
・
問

中
教
審
第
一
小
委
の
「
審
議
の
ま
と
め
」
・
:
凶

国
際
婦
人
年
連
絡
会
の
動
き
・
・
・
:
・
・
・
・
:
・
:
・
・
・
・
同

世
話
人
会
報
告
・
・
・
・
・
・
・
・
:
:
・
・
・
・
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:
・
・
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:
:
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・
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家
教
連
、

ω
e
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会
の
夏
の
集
会
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:
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4
F
の
出
版
物
に
つ
い
て

〈
〉
凶
ベ

1
ジ
の
世
話
人
会
報
告
に
も
あ
り
ま
す

よ
う
に
、
来
年
三
月
ぷ
?
の
活
動
を
ま
と
め

た
本
を
出
版
す
る
予
定
で
す
。
詳
細
は
会
報
仰

春
号
で
お
し
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
ご
ら

ん
の
上
お
申
し
こ
み
下
さ
い
。

。
次
の
会
報
は
市
町
春
号
で
す
。

。
「
イ
メ
ー
ジ
一
新
|
|
共
修
の
家
庭
科
教
科

書
」
は
残
部
が
あ
り
ま
す
。
郵
便
で
事
務
局
に

お
申
し
込
み
下
さ
い
。
(
定
価
二
百
円
、
送
料

は
ぷ
?
で
負
担
)
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一
九
九
五
年
度
総
括

報

告

近

江

員

理

2
年
目
を
む
か
え
た
、
高
校
で
の
共
修
の
家
庭
科

は
、
条
件
整
備
は
充
分
と
は
い
え
な
い
が
、
着
実
に

根
付
き
始
め
て
い
る
。

9
月
に
は
北
京
で
第
4
回
世
界
女
性
会
議
・

N
G

O
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
聞
か
れ
、
準
備
会
議
や
報
告
会
に

も
積
極
的
に
参
加
し
、
家
庭
科
の
共
修
運
動
の
経
緯

と
成
果
を
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

以
下
、
運
動
方
針
に
そ
っ
て
総
括
す
る
と
、
次
の

よ
う
に
な
る
。

1
、
高
校
で
は
、

1
年
間
の
取
り
組
み
の
様
子
(
東

京
)
、
千
葉
県
立
高
校
の
教
員
採
用
の
様
子
、
埼
玉

県
の
実
施
状
況
が
会
報
に
紹
介
さ
れ
た
。

2
、
4
月
の
学
習
交
流
会
で
「
中
学
に
は
別
学
が
残

っ
て
い
る
」
と
い
う
出
席
者
の
指
摘
か
ら
、
会
員
の

協
力
を
得
て
、
大
宮
市
、
長
野
市
、
鹿
児
島
市
、
東

京
葛
飾
区
、
兵
庫
県
、
宮
城
県
な
ど
で
調
査
し
た
が
、

一
部
別
学
の
学
校
が
、
各
地
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
学
校
の
実
態
や
教
師
の
考
え
方
、
「
技
術
・
家

庭
科
」
が
一
教
科
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
く
る
問

一
九
九
六
年
度
運
動
方
針

提
案
梶
山
〈
口
典
子

基
本
方
針

「
全
国
の
中
学
・
高
校
で
家
庭
科
の
男
女
共
修
を

ぷ
子
の
目
標
は
、

実
現
さ
せ
る
」

と
い
う

制
度
と

し
て
は
達
成
さ
れ
た
。
望
ま
し
い
か
た
ち
で
の
共
修

が
完
全
に
実
施
で
き
て
い
る
と
は
言
え
な
い
が
、
男

女
共
修
と
い
う
一
点
だ
け
に
目
標
を
し
ぼ
っ
て
人
び

と
の
力
を
幅
広
く
集
め
る
か
た
ち
の
運
動
は
使
命
を

終
え
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、

し、

一
九
九
六
年
度
は
し
め
く
く
り
の
年
と

一
九
九
七
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て

を
解
散
す
る
。

一
九
九
六
年
度
の
具
体
的
活
動

ー
、
集
会
「
家
庭
科
共
修
で
日
本
が
変
わ
る
!
」
を

聞
く
。
2
、
こ
れ
ま
で
に
つ
く
っ
た
資
料
を
整
理
す
る
。

①
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
で
き
る
だ
け
売
り
切
る
。

⑦
ぷ
広
報
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
そ
ろ
え
る
。

①
必
要
な
と
こ
ろ
に
は
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
会
報

を
贈
呈
す
る
。

3
、
運
動
を
総
括
す
る
資
料
を
新
た
に
つ
く
る
0

4
、
国
際
婦
人
年
連
絡
会
の
活
動
に
参
加
す
る
。

5
、
会
報
の
発
行
は
、

%
夏
号
、

明
春
号
の
二
回
と

ぷ
子

--
E • 
E • 
-E 
• E 
• E 
• • • 圃・11111・・H

Z
-

・・・・=題
な
ど
が
あ
る
が
、
今
後
、
共
修
の
実
践
を
積
み

重
ね
、
技
術
科
、
家
庭
科
共
に
全
面
的
な
共
学
を
す

す
め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

3
、
4
月
5
日
、
「
{
家
庭
科
教
員
を
め
ざ
す
男
の
会
」

と
共
に
、
家
庭
科
の
男
性
教
員
増
員
の
要
望
書
を
、

文
部
省
・
総
理
府
・
日
本
私
立
大
学
協
会
に
提
出
し

た
が
、
現
実
的
な
対
応
と
な
る
と
難
し
い
が
、
男
性

家
庭
科
教
員
増
員
の
趣
旨
や
問
題
点
を
認
識
し
て
も

ら
え
た
感
触
は
あ
っ
た
。

4
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
今
年
も
テ
レ
ピ
、
新
聞
、

雑
誌
、
ミ
ニ
コ
ミ
誌
な
ど
に
数
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、

共
修
家
庭
科
が
「
当
た
り
前
」
の
も
の
に
な
り
つ
つ

あ
る
。

5
、
学
習
交
流
会
「
学
校
を
社
会
を
変
え
る
、
家

庭
科
男
女
必
修
」
に
は

1
0
0名
近
く
の
参
加
者
が

あ
り
、
寺
脇
研
氏
の
話
、
各
高
校
か
ら
の
報
告
の

後
、
共
修
一
年
目
の
様
子
や
今
後
に
向
け
て
の
課
題

な
ど
が
話
さ
れ
た
。

6
、
会
の
初
年
間
の
資
料
を
整
理
し
、
活
動
を
ま
と

め
る
準
備
に
入
っ
た
。

7
、
第
4
回
世
界
女
性
会
議
・

N
G
O
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
国
際
婦
人
年
連
絡
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
日
人
が

参
加
し
、
「
教
育
・
政
策
決
定
」
部
門
の
ワ
l
ク
シ

一
九
九
五
年
度
決
算

収

入

の

部

項目 予算 決算 備考

前年度より繰越 294，514 294，514 

会費 820，000 788，000 '95年度分206人他'9年6年度度534b人00、-その

集会参加費 70，000 89，000 1，000円X89人分

雑収入 5，486 8，987 利息5，127.ーカンノ'{3，860.ー

合計 1，190，000 1，180，501 

報

告

榎

本

稲

子

支

出

の

部

ヨ
ツ
プ
を
担
当
し
、
日
本
の
家
庭
科
共
修
の
状
況
を

報
告
し
た
。
ま
た
、

N
G
O
日
本
女
性

6
月
会
議
、

N
G
O日
本
女
性
大
会
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
茄
し
た
。

8
、
世
話
人
会
は
毎
月
定
期
的
に
開
催
さ
れ
、
会
報

も
予
定
通
り
四
回
発
行
し
た
。

9
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
の
販
売
は
、
郵
送
料
は
無
料

で
送
付
す
る
こ
と
に
し
た
。

叩
、
国
際
婦
人
年
連
絡
会
、
教
育
・
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

委
員
会
に
積
極
的
に
参
加
し
た
。

一
九
九
五
年
度
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
会
計

報

告

榎

本

稲

子

収

入

の

部

支

出

の

部

項 目 決算

前年度より繰越 1，043，061 

パンフ・書籍等売上 63，380 

送料 660 

預金利息 12 

合計 1，107，1131 

項 目 決算

印刷費 O 

送料 3，185 

※雑費 50 

合計 3，235 

※
代
金
督
促
の
た
め
の
は
が
き
代

一
残
高
一
、
一

O
三
、
八
七
八
円
は
活
動
を
ま
と
」

「

め

る

資

料

の

た

め

に

使

い

ま

す

。

一

女
以
上
の
会
計
報
告
に
つ
き
ま
し
て
、

間
違
い
な

い
こ
と
を
承
認
い
た
し
ま
す
。
会
計
監
査
高
橋
安
子

集会費 170，000 138，000 発表者旅費資料代4人分会場費. 
印刷費 320，000 312，553 

夏号20P 秋号 18P冬号 16P 春号 12P
96，177.-88，837.ー69，731.-57，808.-

i報費ZL Z 送料 110，000 68，890 切手代等 67，800+ 1，090 

運搬費 5，000 O 

小計 435，000 381，443 

持維費

アルバイト科 260，000 260，000 2万X13ヶ月

事務所借料 84，000 84，000 (6，000円+1，000円) X 12ヶ月

小計 344，000 344，000 

分担金 25，000 65，000 NGO 5万円連絡会1.5万円

通信費 80，000 56，011 世話人会報告コピー郵送費切手・通信

事務費 40，000 14，764 のりラベル出納帳とじひもベン等

雑費 10，000 O 

予備費 86，000 69，966 
アンケ ト用 28，120.-学習会40，846.-
女性大会机借料 1，∞0.-

合計 1，190，000 1，068，184 

す
る
。

6
、
世
話
人
会
は
必
要
に
応
じ
て
開
く
。

収入1180501-支出 1068184=残高112.317

7
、
新
た
に
重
大
な
問
題
が
生
じ
た
時
は
、
必
要
な

行
動
を
起
、
」
す
。

3 
2 

，. 時紬桜鵬轟岨醐掛附拘哨itl'r"，~.，a凶~，，，，，，以袖爪叫;".j;.み弘、ぬ悔端鋭治研タ勧ザ叫ぜ岬泌狐t 功、等



一
九
九
六
年
度
予
算

提

案

榎

本

稲

子

収

入

の

部

支

出

の

部

集会費 70，000 会場借料・資料代等

印刷費 192，000 20ページ500部 2回分 96，000.-X 2 = 192，∞o 

報費~ 、 送料 46，800 郵送代 90円X260人X2回=46，800.-

運搬費 5，000 会報等送料・運搬

小計 243，800 

アルバイト料 260，000 2万X13ヶ月

持車費i主 事務所借料 84，000 (事務所借料6，000+燃料費1，000) X 12 

小計 344，000 

分担金 15，000 連絡会

通信連絡費 55，000 
世話人連絡費 領収書用切手代等
2，500X 12= 3万 50X260人X2 =2.5万

事務・消耗品費 20，000 電話料、連絡費等

予備費 2，200 

合計 75，000 

ZE---PE----Ez---三=・・=二二圃圏三=-EEFF・--E-・岨• 

• 

圃

-J
対
話
-U
計三

.2.一吉川一訓告-一一=・
3
国
立
刊
-
寸
前
一
妥
結
-
缶
詰
例
話
-
i
l
-
-
H
=
=
裂
割
問
右
主
一
野
一
泊
F
i
z
-
-引

館

で

聞

か

れ

ま

し

た

。

現

さ

せ

る

」

と

い

う

目

標

は

達

成

さ

れ

た

か

ら

で

す

0

・

m年
中
学
で
共
修
実
施

参
加
者
は
一
三

O
名
を
超
え
、
会
場
か
ら
あ
ふ
れ
す
べ
て
の
学
校
で
望
ま
し
い
か
た
ち
で
共
修
が
行
な
・
例
年
高
校
で
共
修
は
じ
ま
る

る
ば
か
り
、
途
中
で
帰
っ
た
人
は
一
人
だ
け
、
熱
気
わ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
の
で
、
運
動
は
ま
だ
必
・
何
年
高
校
で
共
修
完
全
実
施

の

あ

る

集

会

に

な

り

ま

し

た

。

・

要

で

す

が

、

「

共

修

」

だ

け

に

目

標

を

し

ぼ

っ

て

さ

食

力

の

乏

し

い

私

た

ち

の

運

動

に

協

力

し

て

下

さ

つ

故
市
川
房
枝
世
話
人
、
故
塚
本
し
う
子
世
話
人
の
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
の
力
を
集
め
る
と
い
う
、
こ
れ
た
大
勢
の
方
が
た
、
発
起
人
だ
っ
た
市
川
房
枝
さ
ん
、

写
真
、
共
修
の
授
業
や
ぷ
子
の
活
動
に
関
す
る
写
ま
で
の
市
民
運
動
の
役
割
は
終
っ
た
と
い
う
べ
き
で
塚
本
し
う
子
さ
ん
ら
、
亡
く
な
ら
れ
た
協
力
者
に
感

真

な

ど

も

飾

ら

れ

、

最

後

の

集

会

に

に

ふ

さ

わ

し

い

し

よ

う

。

謝

し

ま

す

。

雰
囲
気
で
し
た
。

備考

2，000円X220=440，000

利息等

1，000円X100人100，000 

97，683 

750，000 

112，317 

440，000 

予算

前年度繰越

集会参加費

計

目

費

雑収入

ム一品

A 
口

項

集
会

F晶『

撤

庭

科 1

共 i

第
諒F晶『 一
庭部
科
共報
日修告
本で
が
変
わ
る

六
人
の
世
話
人
が
続
け
て
発
言
し
ま
し
た
。

H
ム
冨
d

の
運
動
に
つ
い
て
(
要
旨
)

梶
山
〈
ロ
典
子

占
H

H

会
H

は
来
年
三
月
三
十
一
日
に
解
散
し
ま
す
。 修

-・・・==--・・・==-----二-------

本

わ

が

変

で

日

女
共
修
が
実
現
す
る
ま
で

・
乃
年
ロ
月
集
会
「
家
庭
科
教
育
検
討
会
」

・

1
年
1
月

H

会
H

結
成

日
人
の
発
起
人
を
中
心
に
共
修
へ
の
理
解
を
広
め

る
活
動
を
行
い
、
国
の
制
度
を
変
え
る
た
め
に
教
課

審
、
文
部
省
、
国
会
な
ど
に
働
き
か
け
ま
し
た
。

・
万
年
国
際
婦
人
年

・
苅
年
教
課
審
答
申
で
家
庭
科
女
子
の
み
必
修
は

そ
の
ま
ま

・
行
年
長
期
的
な
運
動
の
た
め
に
は
っ
き
り
し
た

会
員
組
織
と
し
、
世
話
人
を
中
心
に
運
動
を
す
す
め

フ
Q
Yア
と
け
ド
。

・
神
年
国
連
で
女
子
差
別
撤
廃
条
約
採
択

・
糾
年
家
庭
科
教
育
に
関
す
る
検
討
会
議
発
足

・
踊
年
教
課
審
が
共
修
の
基
本
方
針
を
決
定

一
九
九
六
年
度
世
話
人

提

案

青

山

和

世

斎
藤
節
子

佐
藤
慶
子

西
内
み
な
み

犠
部
幸
江
榎
本
稲
子

中
嶋
里
美
人
島
紀
子

青

山

和

世

芦

谷

薫

石

川

光

子

石
川
由
紀
大
平
初
枝
近
江
異
理

梶
谷
典
子
駒
野
陽
子
坂
本
な
な
え

半
田
た
つ
子
樋
口
恵
子
和
田
典
子

神
奈
川
県
石
渡
仁
子
持
田
ナ
ミ

新
潟
県
小
野
塚
サ
チ
子
長
野
県
山
浦
恒
子

岐

阜

県

橋

本

登

志

子

石

川

県

木

下

雅

子

鳥

取

県

本

橋

靖

子

兵

庫

県

香

川

敦

子

熊

本

県

立

山

ち

づ

子

沖

縄

県

喜

久

川

幸

子

。
計
三
十
二
名

。
残
念
な
が
ら
女
性
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た。

北
海
道

山
形
県

福
島
県

埼
玉
県

万
城
ア
キ
宮
城
県

西
原
典
子

柴
田
栄
子

東
京
都

「ーーーーーー寸
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カ官、

変
わ
-っ
た

=FE山k司コ企z

薫

ー
、
風
景
が
変
っ
た

教
室
の
風
景
は
、
待
ち
に
ま
っ
た
男
女
生
徒
の
一

ク
ラ
ス
丸
ご
と
の
授
業
。
調
理
室
や
被
服
室
も
男
女

の
姿
、
が
当
た
り
前
に
。
教
員
も
男
性
が
加
わ
っ
て
男

女
共
教
。
生
徒
も
納
得
!
教
科
書
が
視
覚
的
に
ジ
ェ

ン
ダ

1
・
フ
リ
ー
に
な
っ
た
の
は
数
年
前
。
学
校
の

中
に
も
目
に
見
え
る
風
景
と
し
て
男
女
の
家
庭
科
が
。

授
業
の
風
景
も
変
わ
っ
た
。
役
割
分
担
を
問
い
直

す
内
容
が
生
き
る
授
業
、
地
球
規
模
で
生
活
を
考
え

4 
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る
内
容
が
よ
り
意
義
深
く
展
開
で
き
る
授
業
。
こ
の

風
景
は
精
神
衛
生
に
も
非
常
に
よ
い
。
女
子
だ
け
の

従
業
で
は
拭
い
き
れ
な
か
っ
た
思
い
、
生
徒
の
「
何

で
女
子
だ
け
?
」
や
、
教
員
の
「
こ
れ
が
男
子
も
一

緒
だ
っ
た
ら
ど
ん
な
に
い
い
か
」
が
皆
無
な
こ
と
の

何
と
爽
快
な
気
持
ち
。
生
徒
は
「
前
は
男
女
一
緒
じ

ゃ
な
か
っ
た
の
?
」
「
男
女
一
緒
で
本
当
に
良
か
っ

た
」
と
い
い
、
違
和
感
が
な
い
。
固
い
の
は
お
と
な

の
頭
だ
け
。

2
、
変
わ
っ
て
な
い
の
は
?

学
校
の
持
つ
価
値
観

l
l学
校
五
日
制
が
進
行
す

る
中
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
窮
屈
に
な
る
と
、
少
子
化
の

中
で
生
き
残
る
に
は
や
は
り
進
学
校
、
進
学
校
と
し

て
の
体
制
を
整
え
る
に
は
、
や
は
り
家
庭
科
の
縮
小

と
い
う
教
員
。
会
報
冬
号
に
も
報
告
し
た
全
国
普
通

科
高
校
長
会
の
家
庭
科
へ
の
言
及
は
そ
の
顕
著
な
も

の
。
保
護
者
は
、
「
共
修
家
庭
科
は
よ
い
、
で
も
ね
、

ほ
か
の
教
科
を
が
ん
ば
っ
て
も
ら
わ
ね
ば
」
が
平
均

的
な
と
こ
ろ
。

学
歴
偏
重
を
廃
し
「
生
き
る
力
」
を
育
て
る
方
向

に
と
し
て
い
る
中
央
教
育
審
議
会
も
学
校
五
日
制
導

入
で
起
こ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
窮
屈
解
決
法
に
つ
い

て
は
、
教
科
科
目
の
再
編
成
は
次
期
の
改
訂
で
は
行

わ
ず
教
育
課
程
審
議
会
の
継
続
的
な
審
議
と
し
て
い

る
。
今
の
教
科
編
成
の
ま
ま
で
時
間
の
ぶ
ん
ど
り
あ

い
と
相
成
る
こ
と
必
死
。

問
題
の
社
会
的
位
置
づ
け
を
知
る
と
と
も
に
共
修
運

動
の
意
義
と
評
価
を
改
め
て
確
認
し
、
あ
わ
せ
て
、

当
事
者
と
し
て
の
複
雑
な
重
荷
を
自
覚
さ
せ
ら
れ
る

の
で
し
た
。

教
科
理
論
、
内
容
・
方
法
と
結
び
つ
い
て
い
る
だ

け
に
、
直
接
そ
の
責
任
を
に
な
う
家
庭
科
教
師
に
と

っ
て
、
「
共
修
運
動
」
は
「
研
究
・
実
践
」
と
切
り

離
し
て
受
け
と
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

わ
た
し
を
含
め
、
男
女
共
修
は
家
庭
科
教
師
自
身

の
生
き
方
と
、
思
想
変
革
を
求
め
ま
し
た
。
そ
の
な

か
で
家
庭
科
教
師
は
、
力
を
つ
け
、
自
ら
の
人
生
に

責
任
を
も
っ
気
概
と
、
こ
の
運
動
の
国
際
性
に
目
覚

め
、
励
ま
さ
れ
て
大
き
く
成
長
し
ま
し
た
。

男書
女 要旨

平等

が
す
す
む

中嶋

里
美

私
は
高
校
教
師
の
頃
、
女
子
に
「
も
し
結
婚
を
選

ぶ
な
ら
京
都
の
人
か
長
野
の
人
が
い
い
」
と
助
言
し

た
。
全
国
的
に
共
修
が
実
施
さ
れ
て
な
い
一
九
八
0

年
代
の
初
め
に
す
で
に
京
都
で
は
す
べ
て
の
高
校
で

長
野
で
は
一
部
の
高
校
で
共
修
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
単
に
女
子
生
徒
に
向
け
た
言
葉
丈
で
は
な

く
、
私
の
実
生
活
の
願
望
で
も
あ
っ
た
。

条
件
整
備
は
|
|
専
任
教
員
の
増
員
は
そ
う
進
ま

ず
、
施
設
設
備
に
お
い
て
も
十
分
と
は
い
え
ず
、

T
o
o
c
r
o
w
d
e
d
C
l
a
s
s
が
現
状
o

q
d
 

変
わ
る
に
は
・
変
え
る
に
は
?

百
年
続
い
た
女
子
の
み
の
家
庭
科
が
、
二
十
年
の

運
動
で
、
男
女
が
学
ぶ
家
庭
科
に
!
共
修
家
庭
科
が

学
校
に
根
付
く
に
は
、
十
年
二
十
年
は
か
か
る
。

十
年
後
二
十
年
後
に
は
「
男
女
で
学
ぶ
家
庭
科
」

を
受
け
た
生
徒
達
が
社
会
を
担
う
時
代
に
は
い
る
。

そ
の
と
き
こ
そ
、
今
始
ま
っ
た
男
女
共
修
家
庭
科
の

す
す
み
具
合
が
結
果
と
な
っ
て
現
れ
る
。

ほ
っ
と
く
と
す
ぐ
に
風
化
し
そ
う
な
気
配
が
あ
る

中
、
「
男
女
の
家
庭
科
」
か
ら
目
を
離
さ
な
い
で
!

庭科

語|
カず

変
わ
'コ

手口 た
田

典
子

良
妻
賢
母
教
育
で
育
っ
た
家
庭
科
教
師
に
と
っ
て

価
値
観
が
逆
転
し
た
敗
戦
後
の
教
育
改
革
は
前
半
生

の
全
面
否
定
を
強
い
ら
れ
る
痛
恨
の
出
来
事
で
し

た。
H

知
ら
さ
れ
な
か
っ
た
H

で
は
許
さ
れ
な
い
教
師

と
し
て
の
罪
障
感
に
う
ち
の
め
さ
れ
て
呆
然
自
失
!

立
ち
直
る
た
め
の
苦
悩
に
泣
い
た
家
庭
科
教
師
は
、

二
K
の
ア
パ
ー
ト
で
生
活
を
は
じ
め
て
い
た
三

O

代
の
頃
の
私
は
共
同
生
活
者
に
い
ろ
い
ろ
と
家
事
を

教
え
た
。
洗
濯
の
仕
方
、
煮
物
の
作
り
方
等
。
で
も

心
の
中
で
は
私
の
貴
重
な
時
間
を
使
っ
て
大
人
の
男

に
教
え
る
の
は
不
本
意
で
あ
っ
た
。

大
人
な
ら
出
来
て
い
て
あ
た
り
前
な
の
に
、
何
故

学
校
教
育
や
家
庭
教
育
の
欠
陥
を
こ
の
私
が
埋
合
せ

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
と
。

家
庭
科
の
共
修
が
実
現
さ
れ
、
そ
の
世
代
が
家
庭

を
持
つ
頃
は
私
達
の
よ
う
な
質
の
喧
嘩
は
し
な
い
で

す
む
で
あ
ろ
う
。

共
修
を
受
け
た
世
代
が
職
場
に
入
っ
て
行
け
ば
、

「
女
だ
け
の
お
茶
汲
み
」
も
な
く
な
る
だ
ろ
う
し
、

「
夫
婦
別
姓
は
家
族
関
係
を
こ
わ
す
」
等
と
い
う
議

員
に
は
痛
烈
な
パ
ン
チ
を
与
え
る
議
員
が
生
ま
れ
る

だ
ろ
う
し
、
女
子
学
生
を
差
別
す
る
人
事
担
当
者
も

い
な
く
な
る
、
だ
ろ
う
。
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
適
切
な
判
決
を
下
す
裁
判
官
が
出
現
す
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
社
会
は
そ
う
し
た
若
い
世
代
、
ば
か
り
で
構

成
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
必
ず
こ
の
世
代
と

共
修
家
庭
科
を
受
け
て
な
い
世
代
は
ぶ
つ
か
る
だ
ろ

、つノ。そ
の
意
味
で
も
私
た
ち
は
、
あ
ら
ゆ
る
会
社
、
労

働
組
合
、
す
べ
て
の
省
庁
に
男
女
平
等
委
員
会
を
設

け
、
現
存
す
る
男
女
差
別
を
解
消
し
な
が
ら
、
こ
の

共
修
世
代
の
平
等
感
覚
を
受
入
れ
な
く
て
は
な
ら
な

わ
た
し
を
ふ
く
め
て
少
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

行
政
は
、
「
家
事
・
裁
縫
の
習
得
が
目
的
で
は
な
い
、

民
主
的
家
庭
の
建
設
が
新
生
家
庭
科
だ
」
と
指
導
し

ま
す
が
、
家
事
処
理
技
能
の
習
得
を
否
定
し
て
「
何

を
ど
う
教
え
た
ら
よ
い
の
か
」
見
当
も
つ
き
ま
せ
ん
。

「
家
庭
科
不
要
論
」
の
攻
撃
に
固
ま
れ
、
自
ら
も
教

科
存
立
の
確
信
を
失
っ
た
教
師
た
ち
の
、
文
部
省
家

庭
科
に
対
す
る
問
題
意
識
や
疑
問
は
、
自
覚
的
な
家

庭
科
教
師
を
生
み
だ
す
契
機
に
な
り
ま
し
た
。

自
ら
の
進
路
の
模
索
と
重
な
っ
て
い
る
だ
け
に
追

い
つ
め
ら
れ
て
、
家
庭
科
再
生
の
研
究
・
運
動
に
参

加
す
る
現
場
教
師
の
環
が
生
ま
れ
た
ち
ま
ち
全
国
に

拡
が
り
、
そ
の
情
熱
は
他
の
ど
の
民
間
教
育
研
究
組

織
を
も
圧
倒
す
る
ほ
ど
高
ま
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
家
庭
科
教
師
に
よ
る
研
究
・
運
動
の
な

か
で
は
五

0
年
代
の
後
半
、
既
に
「
女
子
必
修
制
」

を
問
題
に
し
、
そ
の
反
動
性
の
撤
廃
こ
そ
、
内
容
改

革
と
と
も
に
急
が
れ
る
課
題
で
あ
る
と
の
合
意
も
定

着
し
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。

「
家
庭
科
の
男
女
共
修
を
す
す
め
る
会
」
が
発
足

し
た
の
は
、
再
生
家
庭
科
の
研
究
・
運
動
が
一
定
の

成
果
を
あ
げ
始
め
た
頃
で
し
た
。

「
会
」
の
発
足
は
、
そ
れ
ま
で
学
校
現
場
に
限
ら

れ
て
い
た
問
題
を
、
市
民
層
に
公
開
す
る
こ
の
上
な

い
契
機
に
な
り
ま
し
た
。
内
野
を
整
え
る
こ
と
に
手

を
と
ら
れ
て
い
た
家
庭
科
教
師
の
視
野
は
拡
が
り
、

}
V
 共
修
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
大
人
達
が
生
涯
学
習

や
社
会
教
育
の
中
で
今
学
校
の
中
で
行
な
わ
れ
て
い

る
家
庭
科
を
学
ぶ
の
が
よ
い
。
そ
し
て
学
校
の
家
庭

科
の
授
業
も
大
い
に
外
部
の
人
を
招
い
て
欲
し
い
。

そ
う
い
う
交
流
を
通
じ
て
す
べ
て
の
世
代
に
男
女
平

等
を
植
付
か
せ
た
い
。

報
告
要
旨

教
育
が
変
わ
る

半
田
た
つ
子

1
9
9
5年
の
日
本
・
世
界
、
世
紀
末
の
危
機
が

誰
の
目
に
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
学
校
は
人
聞
を
育

て
る
営
み
の
場
か
ら
ほ
ど
遠
く
な
り
、
い
じ
め
を
苦

に
し
た
子
供
達
の
自
殺
が
後
を
絶
た
な
い
。
中
央
教

育
審
議
会
が
子
供
達
の
「
生
き
る
力
」
を
育
て
る
こ

と
と
「
ゆ
と
り
」
の
必
要
性
を
強
く
打
ち
出
し
た
の

は
理
の
当
然
だ
が
、
で
は
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
し

て
育
て
た
ら
よ
い
か
?
青
写
真
は
定
か
で
は
な
い
。

ア
ル
ピ
ン
・
ト
フ
ラ
l
が
1
9
8
0年
、
「
第
三
の

波
』
で
延
べ
た
よ
う
に
、
空
気
中
に
病
臭
が
た
だ
よ

っ
て
い
る
。
進
歩
の
名
の
下
に
、
地
球
と
い
う
生
命

共
同
体
そ
の
も
の
を
脅
か
し
て
き
た
近
代
、
日
本
の

社
会
シ
ス
テ
ム
も
、
学
校
も
、
構
造
的
変
革
を
迫
ら

6 
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れ
て
い
る
。
さ
ら
に
急
速
な
高
度
情
報
社
会
の
到
来

が
、
生
活
実
感
の
乏
し
さ
を
生
み
、
生
き
て
い
る
手

応
え
さ
え
稀
薄
に
な
る
と
想
像
さ
れ
る
。

私
は
家
産
科
を
、
人
間
ら
し
く
生
き
る
こ
と
・
暮

ら
す
こ
と
を
学
び
の
対
象
に
す
る
教
科
と
考
え
る
。

生
き
る
・
暮
ら
す
営
み
、
そ
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
裏
付

け
仁
、
生
き
る
・
暮
ら
す
思
想
を
育
て
る
教
科
、
と

い
っ
て
も
よ
い
。
却
世
紀
末
の
今
日
と
引
世
紀
の
明

日
の
課
題
は
、
家
庭
科
の
課
題
そ
の
も
の
で
あ
る
。

*
地
球
の
抱
え
る
問
題
群
(
温
暖
化
、
酸
性
雨
、
砂

漠
化
、
土
壌
流
失
、
生
物
絶
滅
、
海
洋
汚
染
、
廃
棄

物
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
、
人
口
爆
発
、
貧
困
:
・
)

*
「
第
三
の
波
」
が
変
え
る
生
産
と
消
費
、
市
場
・

労
働
、
家
族
・
家
庭
、
男
女
の
関
係
、
子
育
て
。

*
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
化
さ
れ
た
共
同
体
の
現
実
感
喪

失
:
・
の
中
で
、
私
達
は
ど
う
生
き
、
暮
ら
す
の
か
?

一
つ
の
ヒ
ン
ト
に
、
女
性
の
現
実
か
ら
出
発
し
、

園
、
地
域
を
超
え
て
共
有
し
た
問
題
の
解
決
の
道
を

「
行
動
綱
領
」
に
ま
と
め
上
げ
た
世
界
女
性
会
議
の

成
功
が
あ
る
。
生
き
る
、
暮
ら
す
現
実
か
ら
出
発
し

た
問
題
意
識
が
、
知
る
こ
と
、
考
え
る
こ
と
と
こ
の

よ
う
に
繋
が
る
の
か
と
得
心
で
き
る
家
庭
科
、
一
人

一
人
の
生
活
実
感
を
確
か
な
も
の
に
す
る
家
庭
科
、

家
庭
科
で
こ
そ
「
生
き
る
力
」
を
育
て
た
い
。
豊
か

な
可
能
性
を
も
っ
家
庭
科
を
確
信
す
る
教
師
、
生
き

生
き
と
学
ん
だ
男
女
生
徒
。
こ
こ
か
ら
教
育
は
確
実

第
二
部

話
し
合
い

こ
れ
か
ら
の
家
庭
科
は
?

こ
れ
か
ら
の
日
本
は
?

こ
れ
ま
で
ぶ
?
の
運
動
に
特
に
協
力
し
て
く
だ

さ
っ
た
三
人
の
方
に
発
言
し
て
い
た
だ
い
た
あ
と
、

参
加
者
全
員
の
話
し
合
い
に
な
り
ま
し
た
。

協
力
者
か
ら
の
発
言
要
旨

近
江
麗
理

金
森
ト
シ
工
さ
ん

(
元
読
売
新
聞
記
者
)

家
庭
科
が
女
子
の
み
必
修
の
時
代
か
ら
の
長
い
つ

き
合
い
だ
が
、
「
家
庭
科
の
女
性
像
を
考
え
る
」
や

「
女
の
教
育
百
年
」
な
ど
で
家
庭
科
を
取
り
上
げ
て

き
た
。
共
修
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
、
実
教
出
版

の
家
庭
科
教
科
書
の
監
修
・
編
集
に
も
関
わ
り
、
感

無
量
だ
っ
た
。

に
変
わ
る
。
そ
し
て
日
本
が
確
実
に
変
わ
る
。

報
告
要
旨

社
会
が
変
わ
る

樋
口

恵
子

よ
く
「
女
が
変
わ
っ
た
わ
り
に
男
は
変
わ
ら
な
い
」

と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
の
と
お
り
で
す
が
、
男
の
側
に

も
少
し
ず
つ
意
識
と
行
動
の
変
化
が
見
え
て
き
ま
し

た
。
昨
年
、
宇
宙
飛
行
士
・
向
井
千
秋
さ
ん
の
夫
が

書
い
た
本
の
タ
イ
ト
ル
が
『
君
に
つ
い
て
行
こ
う
』

で
し
た
し
、
佐
江
衆
一
・
著
「
黄
落
」
は
男
性
も
ま

た
介
護
戦
線
か
ら
離
脱
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
を
示

し
ま
し
た
。
気
が
つ
け
ば
全
国
各
地
の
公
民
館
・
女

性
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
「
男
性
学
」
「
男
の
自
立
講
座
」

な
ど
と
銘
打
っ
た
セ
ミ
ナ
ー
が
増
え
て
い
る
こ
と
は

国
立
婦
人
教
育
会
館
の
資
料
か
ら
み
て
も
明
ら
か
で

す。
一
九
八
九
年
、
東
西
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
れ
た
年

あ
た
り
か
ら
、
こ
の
傾
向
は
顕
著
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
年
本
邦
初
の
「
花
婿
学
校
」
(
男
の
た
め

の
自
立
講
座
)
が
開
校
、
千
葉
市
の
社
会
福
祉
協
議

会
が
男
性
専
科
の
介
護
教
室
を
聞
い
て
盛
況
、
神
奈

川
県
庁
は
そ
の
前
年
「
男
性
の
自
立
度
チ
ェ
ッ
ク
・

初
級
篇
」
ポ
ス
タ
ー
を
職
員
研
修
用
に
作
成
し
て
話

三
年
前
に
神
奈
川
県
内
の
あ
る
都
市
が
女
性
問
題

に
関
す
る
意
見
文
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
優
秀
者
の

中
の
一
通
に
小
学
六
年
の
男
の
子
が
書
い
た
も
の
で

「
僕
の
疑
問
」
と
い
う
作
文
が
あ
っ
た
。
な
ぜ
女
性

の
校
長
先
生
は
い
な
い
の
か
、
な
ぜ
運
動
会
な
ど
で

男
子
が
先
に
入
場
す
る
の
か
い
ろ
い
ろ
疑
問
が
あ
っ

た
が
、
彼
の
最
大
の
疑
問
は
、
家
庭
だ
っ
た
。
父
親

が
な
ぜ
食
事
を
作
ら
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
母
親

に
聞
い
た
が
納
得
い
く
返
事
で
は
な
く
、
彼
は
大
変

憤
慨
し
て
書
い
て
い
た
。
彼
の
母
親
は
ま
だ
若
い
だ

ろ
う
が
、
女
子
必
修
の
時
代
に
教
育
を
受
け
て
き
て

い
る
。
共
修
に
は
な
っ
た
が
、
実
際
の
生
活
で
は
ま

だ
ま
だ
性
別
役
割
は
根
深
く
、
今
後
、
家
庭
科
共
修

が
生
活
の
中
に
深
く
根
付
く
よ
う
に
、
活
躍
を
期
待

し
て
い
る
。

増
本
敏
子
さ
ん

(
弁
護
士
)

十
六
年
前
、
一
九
七
六
年
二
月
に
日
弁
連
の
女
性

の
権
利
委
員
会
が
中
心
に
な
り
、
文
部
省
に
高
校
の

家
庭
科
を
男
女
必
修
に
す
る
よ
う
に
、
意
見
書
を
提

出
し
た
。
そ
の
時
、
委
員
長
を
し
て
い
た
の
が
井
田

恵
子
さ
ん
だ
が
、
二
年
前
に
亡
く
な
り
、
井
田
さ
ん

が
来
て
話
せ
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。
当
時
、
副
委

員
長
を
し
て
い
て
、
そ
の
意
見
書
を
、
日
弁
連
の
理

事
会
に
通
し
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
理
事

題
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
原
因
は
つ
ぎ
の
三
つ
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
第
一
に
当
会
が
提
唱
し
た
市
民
運
動
と
し
て

の
「
家
庭
科
の
男
女
共
修
」
が
、
こ
れ
か
ら
の
男
性

の
生
き
方
を
問
い
直
す
、
学
校
の
塀
を
越
え
た
問
題

と
し
て
浸
透
し
た
こ
と
。
こ
れ
は
国
際
婦
人
年
以
来

の
国
際
的
潮
流
を
こ
の
運
動
が
一
つ
の
水
脈
と
し
て

形
成
し
て
い
た
こ
と
で
も
あ
り
え
ま
す
。

第
二
に
、
高
齢
化
の
進
展
、
景
気
の
変
動
な
ど
男

性
・
女
性
の
性
役
割
を
崩
す
社
会
的
・
人
口
的
な
構

造
変
化
が
起
こ
っ
た
こ
と
。
介
護
需
要
の
増
大
は
介

護
と
い
う
側
面
だ
け
か
ら
み
て
も
、
ジ
エ
ン
ダ
1
の

壁
が
崩
れ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
実
質
的
に
は
世
界
最

高
の
非
婚
率
「
大
シ
ン
グ
ル
時
代
」
が
日
本
に
到
来

し
て
い
ま
す
。
個
人
と
地
球
の
未
来
の
た
め
に
、
男

性
学
・
女
性
学
と
し
て
の
家
庭
科
は
ま
す
ま
す
必
要

に
な
る
で
し
ょ
う
。

第
三
に
各
地
に
女
性
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
「
場
」
が

提
供
さ
れ
た
こ
と
も
大
き
い
。
九
四
年
「
川
崎
お
や

じ
連
」
は
市
の
社
会
教
育
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

日
本
社
会
に
乏
し
か
っ
た
「
市
民
」
の
知
と
実
践

が
こ
こ
か
ら
ひ
ろ
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

るも

asz，，喜
F49ι-Jども
E
t
-
-
2
3ョ，，，，
sa守、
-vt豆町、
f'一94ιES、
-ze，さやきる毛ヂ幸一
'4，zg

こ
の
あ
と
短
い
休
憩
を
と
り
、
第
二
部
に
入
り
ま

し
た
。

「
1
1
1

出
町
川
食
料
か
剤
事
似
刑
判
U
刊
山
一
軒
山
町
町
色
町
l
」

一
校
「
家
庭
一
般
」
女
子
4
単
位
必
修
化
は
必
一

一
修
強
化
の
誤
り
、
局
起
人
市
川
房
枝
外
打
名
一

一
は
市
川
房
枝
外
ロ
名
の
誤
り
で
し
た
。
お
わ
一

び

し

て

訂

正

い

た

し

ま

す

一

r

1

1

1

1

I

l

l

i

-

-

1

1

I

t

-

-

会
の
メ
ン
バ
ー
は
男
性
ば
か
り
で
時
期
尚
早
だ
と

か
、
極
端
な
反
対
意
見
な
ど
千
差
万
別
の
意
見
が
出

た
。
委
員
会
で
も
、
こ
の
案
は
通
す
の
は
難
し
い
か

ら
、
ト
ー
ン
を
落
と
そ
う
と
し
た
が
、
井
田
委
員
長

は
、
「
家
庭
科
必
修
は
、
と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
。

一
度
意
見
書
を
出
せ
ば
途
中
で
変
え
ら
れ
な
い
の
で

一
歩
も
譲
れ
な
い
」
と
、
共
修
を
す
す
め
る
会
と
勉

強
会
の
後
、
事
前
に
各
理
事
に
根
回
し
を
し
、
各
会

長
を
説
得
し
た
。
否
決
さ
れ
る
予
定
の
議
案
で
、
次

回
に
回
し
た
方
が
良
い
と
い
う
者
も
い
た
が
、
井
田

委
員
長
と
熱
弁
を
ふ
る
っ
た
お
か
げ
で
、
理
事
会
で

は
八
対
二
位
の
賛
成
で
可
決
さ
れ
た
。
少
し
は
、
運

動
の
役
に
立
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
喜
ん
で
い
る
。

今
後
は
家
庭
科
の
中
身
を
充
実
さ
せ
、
教
科
再
編
の

中
で
、
け
ず
ら
れ
る
事
が
な
い
よ
う
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

矢
倉
久
泰
さ
ん

(
元
毎
日
新
聞
記
者
、
教
育
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
)

会
の
設
立
二
十
二
年
の
歴
史
を
拝
見
し
、
運
動
に

8 
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感
服
し
て
い
る
。
ま
ず
、
家
庭
科
男
女
共
修
を
必
修

化
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
会
が
な
け
れ
ば
、
文
部

省
は
遅
ら
せ
て
い
た
だ
ろ
う
。
大
き
な
役
割
を
担
っ

た
。
も
う
一
つ
は
、
家
庭
科
を
家
事
・
育
児
と
い
う

狭
い
範
囲
か
ら
人
間
・
家
庭
・
社
会
の
あ
り
方
に
広

げ
て
き
た
事
で
あ
る
。
会
が
ピ
リ
オ
ド
を
う
っ
と
聞

い
て
、
「
待
て
よ
」
と
言
い
た
い
。

そ
こ
で
、
思
い
つ
き
の
提
案
を
五
つ

l
、
名
称
を
家
庭
科
か
ら
生
活
科
・
人
間
科
・
人
生

科
等
に
変
更
す
る
。
教
科
再
編
の
中
で
隅
っ
こ
に
追

い
や
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
く
。
「
人
間
科
」
が

良
い
と
思
う
。
免
許
は
家
庭
科
を
人
間
科
に
読
み
替

え
る
。

つ&

十
五
期
中
教
審
で
は
、
「
生
き
る
力
」
を
二
十

一
世
紀
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
い
る
が
、
「
人
間
科
」

を
中
核
に
数
学
・
国
語
・
理
科
・
社
会
等
受
験
教
科

は
支
え
る
基
礎
教
科
と
し
て
位
置
づ
け
る
。
家
庭
科

教
師
は
学
校
教
育
の
中
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
に
な
る
。

3
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
実
践
集
を
発
行
し
、
現
場
で

実
践
を
進
め
て
い
く
。

4
、
学
習
指
導
要
領
の
試
案
を
作
っ
て
文
部
省
に
提

案
し
、
認
め
さ
せ
て
い
く
。

5
、
家
庭
科
の
男
女
共
修
を
す
す
め
る
会
を
発
展
さ

せ
、
「
人
間
科
を
作
る
会
」
に
す
る
。

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

な
く
な
り
、
男
女
が
共
に
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

を
、
こ
の
ぷ
?
の
み
な
さ
ま
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
」

「
法
政
大
学
付
属
高
校
の
生
活
文
化
科
で
家
庭
科
を

教
え
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
考
え
る
力
が
育
っ
て
き

て
い
ま
す
。
実
習
の
中
で
男
子
生
徒
だ
け
で
も
、
座

学
と
は
異
な
る
自
信
を
つ
け
て
き
て
い
ま
す
。
学
校

教
育
の
中
心
に
な
り
う
る
教
科
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」

「
家
庭
科
の
教
員
増
が
学
校
の
中
で
ス
ム
ー
ズ
に
い

っ
た
の
は
、
こ
の
ぷ
?
の
お
か
げ
で
す
。
こ
の
教

科
は
感
性
を
磨
く
教
科
だ
と
私
も
思
っ
て
い
ま
す
。
」

(
北
海
道
高
校
教
師
)

「
私
学
の
進
学
校
で
非
常
勤
で
教
え
る
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
家
庭
科
の
授
業
か
ら
、
学
ぶ

こ
と
が
ま
っ
と
う
な
内
容
な
の
だ
と
感
じ
る
中
で
、

生
徒
会
中
心
の
文
化
祭
の
模
擬
庖
を
、
困
難
を
越
え

て
実
現
し
て
い
き
ま
し
た
。
高
校
生
の
感
じ
と
る
力

を
私
の
財
産
と
し
て
も
ら
っ
た
気
が
し
ま
し
た
。
新

し
い
も
の
へ
と
、
こ
の
ぷ
テ
が
発
展
す
る
よ
う
な

内
容
の
検
討
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
」
(
兵
庫
県
元

高
校
教
師
)

。

最
後
に
五
人
の
報
告
者
か
ら
、
み
な
さ
ん
の
ご
意

見
を
伺
っ
て
勇
気
を
も
ら
っ
た
と
い
う
感
謝
に
続
い

。

芦
《
ロ
今
の
制
度
上
で
根
づ
く
よ
う
に
み
な
さ
ん
と

話
し
合
い
か
ら

青
山
和
世

協
力
者
の
発
言
に
続
い
て
、
報
告
者
五
人
か
ら

「
こ
れ
か
ら
の
家
庭
科
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
」
に
つ

い
て
一
言
ず
つ
。。

樋
口
世
の
中
が
右
肩
上
が
り
で
は
な
く
、
良
い
循

環
の
社
会
に
な
っ
て
い
く
よ
う
に
、
あ
と
し
ま
っ
学

の
創
造
を
し
て
い
く
こ
と
。

半
目
新
し
い
価
値
を
つ
く
る
こ
と
、
私
た
ち
の
一

人
一
人
が
新
し
い
価
値
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
て
、
そ
れ

を
子
ど
も
達
と
共
に
追
求
し
て
い
け
る
よ
う
な
力
を

持
つ
こ
と
。

中
嶋
女
性
た
ち
が
い
ろ
い
ろ
な
会
の
中
心
に
な
っ

て
、
男
性
の
頭
の
構
造
を
変
え
る
こ
と
。

和
田
私
た
ち
国
民
の
側
の
幸
福
や
国
民
主
権
を
実

現
で
き
る
よ
う
な
家
庭
科
に
変
え
て
い
く
内
か
ら
の

力
を
つ
け
、
そ
れ
を
壊
そ
う
と
す
る
も
の
と
は
闘
っ

て
い
く
こ
と
。

芦
《
ロ
今
学
校
の
中
で
、
で
き
な
い
情
況
で
す
が
、

五
感
で
感
じ
て
、
自
分
の
頭
で
考
え
て
、
自
分
の
体

で
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を
大
事
に
さ
れ
る
学
校
・
社

一
緒
に
何
か
や
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
い
ず
れ
教

科
の
再
編
成
が
あ
る
の
な
ら
ば
、
共
修
の
家
庭
科
で

願
っ
て
き
た
、
人
聞
が
生
き
る
、
人
聞
が
共
に
生
き

る
、
地
球
翠
塊
と
共
に
生
き
る
、
男
女
平
等
の
社
会

を
つ
く
る
人
間
の
生
き
ざ
ま
、
暮
ら
し
方
の
問
題
に

つ
な
げ
た
教
科
を
教
科
名
も
含
め
て
考
え
て
い
く
運

動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

和
田
「
家
庭
科
の
教
師
で
ほ
ん
と
う
に
良
か
っ
た

わ
」
と
い
う
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
国
が
決
め
て
い

る
こ
と
を
み
ん
な
が
力
を
合
わ
せ
れ
ば
変
え
ら
れ
る

こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

中
嶋
家
庭
科
の
授
業
の
良
さ
を
宣
伝
し
ま
し
ょ
う
。

家
庭
科
の
授
業
に
い
ろ
い
ろ
な
人
を
招
き
、
交
流
の

場
に
し
、
学
校
の
中
に
風
穴
を
あ
け
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
一
人
で
悩
ま
な
い
で

F
A
X
、
電
話
な
ど
で
家

庭
科
の
中
で
も
っ
と
連
帯
し
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

半
田
家
庭
科
に
関
し
て
や
れ
る
こ
と
は
す
べ
て
や

っ
た
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
家
庭
科
の
立
場
か
ら
、

学
校
の
あ
り
ょ
う
、
人
間
の
あ
り
ょ
う
、
暮
ら
し
の

あ
り
ょ
う
を
も
っ
と
提
起
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
矢
倉
さ
ん
の
提
案
は
強
く
響
き
ま
し
た
。

樋
口
こ
れ
か
ら
の
活
動
は
家
庭
科
の
教
師
と
市
民

と
共
に
地
域
・
社
会
に
風
穴
を
あ
け
る
も
の
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
家
庭
科
の
学
習
を
実
現
し

て
い
く
の
は
そ
こ
で
学
ん
だ
生
徒
さ
ん
達
、
そ
の
人

会
を
望
ん
で
い
く
こ
と
。

と
「
こ
れ
か
ら
」
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

。

会
場
か
ら
は
ま
ず
、
共
修
に
な
っ
て
も
各
中
学
校

で
選
択
し
て
い
る
領
域
の
違
い
が
あ
る
こ
と
が
高
校

で
の
や
り
に
く
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
、
私
立

高
校
の
中
に
は
家
庭
科
を
や
ら
な
い
で
ご
ま
か
す
学

校
が
あ
る
こ
と
な
ど
問
題
点
も
残
っ
て
い
る
と
の
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
「
中
学
で
の
学
習
内
容
に
差
が
あ

っ
て
も
、
基
本
を
お
さ
え
た
授
業
は
で
き
る
」
な
ど
、

報
告
者
側
は
答
え
ま
し
た
。

。

こ
の
あ
と
、
次
の
よ
う
な
発
言
が
続
き
ま
し
た
。

「
養
成
講
座
を
経
て
、
化
学
の
教
師
か
ら
家
庭
科
の

教
師
に
な
っ
て
む
ず
か
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
同

僚
の
女
性
教
師
か
ら
、
こ
の
学
校
で
あ
な
た
(
男
性

教
師
)
が
家
庭
科
を
教
え
る
だ
け
で
十
分
よ
と
い
わ

れ
た
が
、
来
年
は
も
う
少
し
ま
し
な
授
業
を
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
科
の
教
師
に
な
っ
て
自
分

が
一
番
変
わ
っ
た
。
受
験
・
部
活
に
重
点
を
置
く
学

校
に
違
和
感
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら

は
少
し
ず
つ
学
校
も
変
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
」
(
埼
玉
県
高
校
教
師
)

「
私
が
高
校
時
代
に
は
女
子
が
作
っ
た
も
の
を
男
子

が
食
べ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
が

達
が
職
場
社
会
で
、
そ
れ
を
生
き
る
力
と
し
て
固
持

す
る
こ
と
が
で
き
る
教
育
を
す
る
じ
は
、
家
庭
科
だ

け
で
な
く
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
を
変
え
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
そ
し
て
、
今
差
別
さ
れ
て
い
た
り
今
周
辺

に
押
し
や
ら
れ
て
い
る
側
が
、
反
対
す
る
者
よ
り
、

よ
り
高
い
志
と
理
念
と
展
望
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。

と
、
今
後
に
つ
い
て
語
り
、
予
定
の
時
間
を
二
十

分
あ
ま
り
超
え
て
閉
会
し
ま
し
た
。

「ーーーーーーーーー..，

記司:
l 録会 1

1近青梶
!江山奇
j民和典
j理世子 l

夕
食
交
流
会

北
海
道
な
ど
遠
隔
地
か
ら
の
参
加
者
を
含
め
、
十

九
名
の
会
員
・
世
話
人
が
、
一
人
ひ
と
り
家
庭
科
と

自
分
と
の
か
か
わ
り
、
ぷ
?
に
参
加
し
た
き
っ
か

け
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。

ぷ
子
が
始
ま
っ
た
頃
の
様
子
や
、
市
川
房
枝
さ

ん
の
活
動
の
進
め
方
な
ど
、
思
い
出
話
に
も
花
が
咲

き
ま
し
た
。

(
青
山
和
世
)
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集
会
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

当
日
は
参
加
で
き
な
い
か
ら
と
、
集
会
に
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
寄
せ
て
く
だ
さ
っ
た
方
も
あ
り
ま
す
。

青
木
千
枝
子
さ
ん
は
十
三
人
の
発
起
人
の
一
人
、

江
田
五
月
さ
ん
は
共
修
の
問
題
に
つ
い
て
国
会
で
質

問
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
俵
さ
ん
、
中
山
さ
ん
は

集
会
で
講
演
す
る
な
ど
、
長
い
間
協
力
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

青
木
千
枝
子
さ
ん

(
元
高
校
教
員
)

私
達
の
会
は
、
男
女
共
修
に
対
し
て
先
見
の
明
の

あ
る
熱
心
な
諸
先
輩
が
い
て
、
一
般
国
民
教
養
と
し

て
男
も
女
も
生
活
者
と
し
て
衣
食
住
、
保
育
、
家
庭

経
営
な
ど
を
同
一
の
場
で
勉
強
し
て
ゆ
く
こ
と
が
こ

れ
か
ら
の
社
会
は
必
要
と
考
え
、
教
師
だ
け
で
な
く

マ
ス
コ
ミ
に
訴
え
続
け
、
ま
た
他
教
科
の
教
師
に
も

理
解
し
て
も
ら
う
と
い
う
運
動
で
、
険
し
い
道
で
あ

っ
た
。

宅私
家は

手干包

z事
女刀、
*'ら

幅譲

ぷz
串は

宮署

与じ
曲た
;工明、
jL寸、

」現

参
加
者
の
感
想

会
場
で
用
紙
を
配
っ
た
と
こ
ろ
、
大
勢
の
方
が
熱

心
に
書
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

会
費
を
納
め
る
だ
け
の
会
員
で
し
た
の
で
、
世
話

人
の
方
々
に
は
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

教
科
名
を
「
人
間
科
」
と
し
て
は
ど
う
か
と
い
う

提
案
が
あ
り
ま
し
た
が
、
私
は
家
庭
科
の
性
格
を
あ

い
ま
い
に
し
な
い
た
め
に
は
、
変
え
る
べ
き
で
は
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
家
庭
科
の
存
在
価
値
は
生

活
を

H

足
元
H

H

身
近
か
H

H

私
的
H

な
生
活
の
立

場
か
ら
考
え
る
こ
と
を
大
切
に
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
他
教
科
、
例
え
ば
社

会
科
や
理
科
と
の
立
場
(
目
的
)
の
違
い
を
あ
い
ま

い
に
し
て
し
ま
う
と
、
教
科
の
存
在
価
値
も
あ
い
ま

い
に
な
っ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。渡
辺
純
子
(
教
員
)

元
毎
日
新
聞
の
記
者
の
お
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
に

日
本
の
国
の
教
育
に
変
化
を
も
た
ら
し
、
こ
れ
が
定

着
し
て
き
た
こ
と
は
、
日
本
の
社
会
発
展
の
た
め
喜

ぶ
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
二
十
一
世
紀
は
教
科

と
し
て
ど
う
発
展
し
て
い
く
か
興
味
が
あ
る
。

江
田
五
月
さ
ん

(
衆
議
院
議
員
)

「
家
庭
科
の
男
女
共
修
」
は
私
に
と
っ
て
「
恩
人
」

で
し
た
。
漠
然
と
し
た
問
題
意
識
は
も
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
男
女
共
生
、
女
性
の
地
位
向
上
、
教
育
、

生
活
者
と
い
っ
た
こ
と
を
本
当
に
真
剣
に
考
え
る
き

っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。

十
年
以
上
も
前
に
な
る
で
し
ょ
う
か
、
確
か
昭
和

女
子
大
で
家
政
学
会
が
聞
か
れ
、
講
師
に
招
か
れ
た

時
、
初
め
て
私
は
家
政
学
の
皆
さ
ん
が
、
家
庭
科
は

「
良
妻
賢
母
」
を
育
て
る
教
科
だ
と
真
面
目
に
信
じ

て
お
ら
れ
る
の
に
出
会
い
ま
し
た
。
ま
る
で
家
庭
科

を
男
子
に
開
放
す
る
と
、
日
本
は
崩
壊
し
て
し
ま
う

と
言
い
た
げ
な
皆
さ
ん
の
口
吻
に
出
会
い
、
次
世
代

の
た
め
に
ど
う
し
て
も
共
修
を
実
現
し
よ
う
と
心
に

誓
い
ま
し
た
。

以
来
、
国
会
の
委
員
会
で
機
会
が
あ
る
た
び
に
し

つ
こ
く
質
疑
に
立
ち
、
国
会
の
外
で
も
ど
こ
に
で
も

出
掛
け
ま
し
た
。
孤
軍
奮
闘
と
思
っ
て
い
た
の
が
、

い
つ
の
間
に
か
多
数
派
に
。
そ
し
て
今
日
を
迎
え
ま

し
た
。
あ
と
は
既
定
路
線
を
進
む
の
み
で
す
。
集
会

「
人
間
科
を
つ
く
る
会
」
ま
た
は
「
家
庭
科
の
男
女

共
修
を
軸
に
し
て
男
女
平
等
を
す
す
め
る
会
」
と
い

う
よ
う
な
会
を
つ
く
り
、
家
庭
科
の
内
容
を
さ
ら
に

充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。
そ
ん
な
会
が
で

き
た
ら
協
力
し
た
い
と
思
っ
た
。亀
井
奈
保
美
(
講
師
)

「
男
女
共
修
を
す
す
め
る
会
」
の
こ
れ
ま
で
の
運

動
の
重
み
と
、
こ
の
運
動
を
支
え
て
き
た
様
々
の

人
々
の
ご
努
力
を
改
め
て
思
い
直
す
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
男
女
共
修
家
庭
科
が
定
着
す
る
か
否
か
、
ま
だ
不

明
な
時
代
に
、
「
す
す
め
る
会
」
が
解
散
す
る
道
を

選
択
し
た
こ
と
と
こ
れ
か
ら
の
運
動
の
発
展
的
な
方

向
が
は
っ
き
り
と
ら
え
ら
れ
ず
、
や
や
と
ま
ど
っ
て

い
る
。
又
家
庭
科
が
学
校
の
教
育
課
程
で
ど
の
よ
う
に
位

置
づ
く
の
か
、
早
急
な
理
論
の
集
大
成
の
必
要
と
責

任
を
感
じ
る
。
「
総
合
学
習
」
と
か
「
人
間
科
」
の

構
想
へ
は
、
感
情
的
で
は
な
く
厳
密
に
理
論
的
に
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

H

生
き
る
力
H

に
つ

い
て
も
、
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る

シ」閉山、っ。

鶴
田
敦
子
(
大
学
教
員
)

途
中
か
ら
の
参
加
で
し
た
が
、

い
ろ
い
ろ
勉
強
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
謝
々
。

俵
蘭
子
さ
ん

男
女
平
等
に
と
っ
て
い
ち
ば
ん
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
こ
の
会
の
運
動
に
心
か
ら
共
感
し
て
い

中品
7
し
れ
~
。

こ
の
二
十
年
私
達
の
運
動
は
、
少
し
づ
っ
教
育
、

家
庭
、
社
会
を
動
か
し
て
き
ま
し
た
が
、
と
も
す
れ

ば
、
タ
テ
マ
エ
に
終
わ
り
、
ホ
ン
ネ
を
変
え
る
に
到

っ
て
い
な
い
こ
と
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
男
性
を
巻
き
込
み
、
さ
ら
に
活
動
を
続
け
る
こ
と

で
、
日
本
を
変
え
る
推
進
力
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す。
中
山
千
夏
さ
ん

お
集
ま
り
の
み
な
さ
ん
へ

二
十
年
あ
ま
り
の
年
月
、
感
慨
深
い
で
す
ね
。

戦
列
の
ず
っ
と
後
ろ
で
、
小
さ
・
な
旗
を
振
る
く
ら

い
し
か
で
き
・
な
か
っ
た
私
で
す
が
、
共
修
実
現
の
嬉

し
さ
は
、
み
な
さ
ん
と
同
じ
、
大
き
な
も
の
で
し
た
。

先
頭
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
は
、
深
い
感

謝
を
捧
げ
ま
す
。
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
。
そ
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
。

な
り
ま
し
た
。

私
は

8
年
間
高
校
で
保
健
体
育
を
教
え
た
の
ち
、

昨
年
工
業
高
校
で
家
庭
科
を
お
し
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
通
信
教
育
で

4
年
か
け
て
と
っ
た
免
許
を

な
か
な
か
生
か
せ
な
か
っ
た
の
で
す
が
(
転
科
の
機

会
が
な
か
っ
た
の
で
)
今
家
庭
科
教
育
に
た
ず
さ
わ

る
よ
う
に
な
っ
て
、
大
変
な
が
ら
も
充
実
し
た
毎
日

を
送
っ
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
男
子
相
手
で
す
が
、

い
わ
ゆ
る

H

男
ら
し
さ
H

を
背
負
っ
て
な
い
生
徒
た

ち
も
増
え
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
人
が
か
わ
っ

て
い
け
ば
、
こ
の
世
の
中
も
変
わ
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
希
望
が
わ
い
て
き
ま
す
。
一
人
一
人
の
地

道
の
努
力
が
大
き
な
力
と
な
る
よ
う
に
い
の
っ
て
い

ま
す
。
(
い
の
る
だ
け
で
は
ダ
メ
で
す
ね
:
:
:
行
動

で
す
ね
!
)

田
村
由
美
子
(
教
員
)

大
学
4
年
生
で
す
。
家
庭
科
の
教
員
を
目
指
し
て

勉
強
中
で
す
が
、
家
庭
科
の
こ
れ
か
ら
の
可
能
性
に

と
て
も
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

家
庭
科
は
世
の
中
を
見
る
見
方
を
自
分
で
模
索
す

る
学
科
で
あ
り
、
学
校
生
活
の
中
心
に
も
っ
と
位
置

づ
け
ら
れ
で
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た。

佐
藤
佳
奈
子
(
学
生
)

12 

ペム1
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川

中

教

審

第

一

小

委

の

川

一
「
審
議
の
ま
と
め
」
を
読
む
一

半
固
た
つ
子
劃

--E=・・二一一一・・=一一一・・三一一---E=・・=一一一
.
.
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別
世
紀
の
教
育
の
あ
り
方
を
審
議
し
て
い
る
中
央

教
育
審
議
会
の
第
一
小
委
員
会
(
河
野
重
男
座
長
)

が
ま
と
め
た
「
今
後
に
お
け
る
教
育
の
在
り
方
お
よ

び
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
の
役
割
と
連
携
の
在
り

方
に
つ
い
て
1

子
供
に
「
生
き
る
力
」
と
「
ゆ
と
り
」

を
」
の
全
文
を
読
ん
で
、
多
く
の
疑
問
を
持
っ
た
。

教
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
変
化
の
激
し
い
社

会
を
「
生
き
る
力
」
、
そ
の
た
め
に
は
「
自
ら
学
び

自
ら
考
え
る
教
育
」
が
必
要
。
学
校
は
「
ゆ
と
り
」

あ
る
教
育
環
境
で
「
ゆ
と
り
」
あ
る
教
育
活
動
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
一
言
う
。
進
歩
の
名
の
下
に
、

地
球
と
い
う
生
命
共
同
体
そ
の
も
の
を
脅
か
し
て
き

た
近
代
、
日
本
の
社
会
シ
ス
テ
ム
も
、
学
校
も
構
造

的
変
革
を
迫
ら
れ
て
い
る
今
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
プ
な

価
値
の
創
造
に
向
け
た
青
写
真
は
、
な
い
。

学
校
を
ス
リ
ム
に
す
る
た
め
に
、
地
域
社
会
や
家

庭
の
教
育
の
必
要
を
力
説
し
、
公
民
館
・
図
書
館
・

博
物
館
・
美
術
館
等
の
整
備
、
親
子
向
け
事
業
、
ス

ポ
ー
ツ
教
室
や
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
遊
び
場
マ
ツ

咽
圃

--z-
一
国
際
婦
人
年
連
絡
会
の
動
き
一

和
田
典
子

M

U
F
-
-

三-EE--一二E・=二一-E一一一一一
.
.
 一一一一一・・-==・・=三・・=-=-u

三
月
1
四
月
に
か
け
て
の
主
な
と
り
'
く
み
を
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

川
女
性
参
政
権
行
使
五
O
年
記
念
集
会

四
月
二
二
日

ω午
後
一
時
三
O
分
1
四時一一一
O
分

四
谷
の
主
婦
会
館
で
、
「
連
絡
会
」
主
催
・
「
七
婦

人
団
体
」
の
協
力
で
集
会
が
持
た
れ
、
会
場
い
っ
ぱ

い
に
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

日
本
有
権
者
同
盟
よ
り
、
開
会
あ
い
さ
つ
、
基
調

報
告
が
あ
り
、
つ
づ
い
て
郵
政
省
か
ら
記
念
切
手
の

贈
呈
を
受
け
た
あ
と
、

H

女
性
の
政
治
進
出
を
ど
う

す
す
め
る
か
山
に
つ
い
て
、
各
政
党
を
代
表
し
て
女

性
議
員
が
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
石
井
道
子
(
自

民
)
川
橋
幸
子
(
社
民
)
堂
本
暁
子
(
さ
き
が
け
)

円
順
子
(
新
進
)
吉
川
春
子
(
共
産
)
諸
氏
か
ら

で
し
た
。

記
念
講
演
は
、
佐
竹
寛
氏
(
中
央
大
名
誉
教
授
)

の
H

戦
後
政
治
と
女
性
H

、
つ
ぎ
に
自
治
体
の
女
性

議
員
(
長
野
・
東
部
町
議
、
柳
沢
澄
子
氏
と
東
京
・

練
馬
区
議
、
和
固
ま
ほ
氏
)
か
ら
特
別
報
告
を
、
つ
け

て
討
論
と
提
言
、
続
け
て
フ
ロ
ア
発
言
、
し
め
く
く

プ
や
た
ま
り
場
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
を
羅
列
す
る
。

家
庭
教
育
に
つ
い
て
、
父
親
の
責
任
と
自
覚
を
父

親
に
訴
え
、
そ
の
時
間
の
確
保
の
た
め
企
業
に
も
協

力
を
呼
び
か
け
た
の
は
よ
い
と
し
て
、
家
庭
教
育
の

学
習
を
う
な
が
し
、
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を

唱
え
、
地
域
の
大
人
た
ち
が
率
先
し
て
「
あ
い
さ
つ

運
動
」
を
、
行
政
は
そ
れ
ら
の
活
動
の
支
援
を
、
と

大
ま
じ
め
で
あ
る
。
市
町
村
教
育
委
員
会
が
核
と
な

っ
て
、
地
域
教
育
連
絡
協
議
会
を
設
け
よ
、
地
域
教

育
活
性
化
セ
ン
タ
ー
も
よ
い
:
:
:
な
ど
、
地
域
の

隅
々
に
ま
で
教
育
行
政
の
網
の
目
を
か
け
る
の
で

は
、
ま
す
ま
す
息
苦
し
く
な
る
ば
か
り
だ
。

さ
ら
に
「
保
育
に
欠
け
る
た
め
保
育
所
に
行
く
必

要
が
あ
る
者
を
除
い
て
、
す
べ
て
の
三

1
五
歳
児
が

幼
稚
園
教
育
の
機
会
を
与
え
ら
れ
」
る
よ
う
、
幼
稚

園
を
整
備
し
て
地
域
の
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
に
し
、

小
学
校
と
の
連
携
協
力
の
在
り
方
を
検
討
す
る
、
に

審
議
会
の
体
質
を
見
た
。
(
傍
点
筆
者
)

学
校
教
育
で
は
五
日
制
に
向
け
、
教
育
内
容
の
重

点
化
と
厳
選
を
打
ち
出
し
、
具
体
的
な
教
科
を
挙
げ

て
重
点
化
で
ロ
項
目
、
厳
選
で
は

7
項
目
の
視
点
を

例
示
。
教
育
課
程
審
議
会
の
下
に
常
設
の
委
員
会
を

設
置
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
研
究
も
併
せ
て
推
進
す
る
。

家
庭
科
に
か
か
わ
る
重
点
化
は
「
家
庭
生
活
や
社

会
生
活
の
意
義
や
向
上
改
善
に
必
要
な
基
本
的
知

識
、
技
術
の
習
得
、
職
業
や
家
庭
生
活
に
関
す
る
主

り
は
山
口
み
つ
子
氏
で
し
た
。

最
後
に
、
三
つ
の
決
議
を
採
択
し
て
閉
会
し
ま
し

た
が
そ
の
概
要
は
、

①
集
会
決
議
案
↓
「
女
性
の
政
策
決
定
参
加
へ

の
推
進
」
の
ほ
か
「
日
米
地
位
協
定
の
見
直
し
」

「
戦
争
責
任
を
ふ
ま
え
て
世
界
の
人
々
と
の
友
好
」

な
ど
八
項
目
を
か
か
げ
、
人
権
・
憲
法
理
念
を
受
け

と
め
主
権
者
と
し
て
の
く
ら
し
確
立
の
た
め
参
政
権

を
意
義
あ
る
も
の
に
す
る
よ
う
行
動
し
よ
う
。

と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
に
加
え
て
、

②
住
専
問
題
の
徹
底
解
明
を
求
め
る
特
別
決
議

③
民
法
改
正
を
求
め
る
特
別
決
議

も
決
定
し
ま
し
た
。

資
料
に
よ
れ
ば
、
衆
参
議
院
と
も
お
年
以
降
女
性

立
候
補
者
数
は
増
加
し
て
い
ま
す
が
当
選
者
数
は
横

ば
い
で
、
衆
院
幻
、
参
院
山
%
で
す
。
(
何
現
在
)

凶
市
川
房
枝
記
念
会
製
作
の
ビ
デ
オ

M

婦
選
は
鍵

な
り

u
2巻
セ
ッ
ト
、
定
価
一
五
O
O
円
が
発
売
中
。

下
巻
に
家
庭
科
の
男
女
共
修
も
位
置
づ
い
て
い
ま

す
。
戦
前
、
戦
後
の
女
性
た
ち
の
地
位
向
上
の
行
動

の
軌
跡
が
映
像
と
し
て
私
た
ち
に
迫
り
ま
す
。

同
「
論
点
整
理
」
に
つ
い
て
の
意
見
書
提
出

春
号
で
紹
介
し
た
総
理
府
男
女
共
同
参
画
審
議
会

へ
の
「
連
絡
会
」
の
意
見
書
が
ま
と
ま
り
、

2
-
M

提
出
し
ま
し
た

(
A
5九
ペ
ー
ジ
)

教
育
・
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
は
、
第
2
部
5

性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
に
生
き
る
権
利
を
推
進
・
擁
護

体
的
、
実
践
的
な
態
度
を
育
て
る
こ
と
」
と
何
の
新

鮮
味
も
な
い
。
厳
選
で
少
し
気
に
な
る
表
現
と
し
て
、

「
環
境
や
人
の
成
長
・
健
康
に
関
す
る
内
容
を
は
じ

め
と
し
て
各
教
科
間
で
重
複
す
る
内
容
は
、
総
合
的

な
学
習
等
の
関
連
的
な
指
導
を
一
層
進
め
る
こ
と
な

ど
を
考
慮
し
、
徹
底
的
に
見
直
し
、
精
選
を
図
る
」

が
あ
る
。
「
高
校
に
お
け
る
改
善
」
で
総
合
学
科
を

「
通
学
範
囲
に
は
必
ず
用
意
さ
れ
て
い
る
よ
う
整
備

を
進
め
る
こ
と
が
必
要
」
と
す
る
な
ど
、
盛
ん
に
総

合
を
提
唱
す
る
。
「
生
活
に
密
着
し
た
課
題
の
学
習

を
通
し
て
、
現
実
の
生
活
の
有
り
様
を
総
合
的
に
理

解
し
て
い
く
」
学
習
が
、
新
た
な
社
会
的
要
請
と
言

う
。
こ
れ
こ
そ
男
女
共
修
の
新
し
い
家
庭
科
が
目
指

す
も
の
だ
が
、
審
議
会
委
員
に
そ
の
認
識
は
な
い
。

い
じ
め
と
登
校
拒
否
の
問
題
の
背
景
の
認
識
も
浅

く
「
一
人
一
人
を
大
切
に
し
・
:
子
供
達
が
・
:
存
在
感

や
自
己
表
現
の
喜
び
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
学
校
」

と
抽
象
的
に
延
べ
、
少
年
自
然
の
家
や
ホ
l
ム
ス
テ

イ
な
ど
を
一
度
は
経
験
さ
せ
た
い
と
言
う
。

学
校
外
活
動
を
活
性
化
す
る
た
め
に
、
子
供
達
が

積
極
的
に
取
組
ん
だ
ら
、
学
校
も
奨
励
の
意
味
で
評

価
す
る
、
に
至
っ
て
は
、
何
を
か
い
わ
ん
や
。

結
論
と
し
て
、
週
五
日
制
の
実
施
こ
そ
が
「
子
供

達
の
生
活
の
在
り
方
、
学
習
の
環
境
を
変
え
、
今
後

の
教
育
の
あ
る
べ
き
姿
を
実
現
す
る
有
効
な
方
途
」

と
は
、
安
易
に
過
ぎ
る
!
失
望
の
み
残
っ
た
。

す
る
取
組
|
|
同
メ
デ
ィ
ア
と
人
権
、

ω男
女
平

等
を
推
進
す
る
教
育
・
学
習
の
充
実
、
に
つ
い
て
、

8
項
目
と

8
項
目
、
計
幻
行
に
わ
た
っ
て
提
言
し
て

い
ま
す
。
概
略
は
「
民
間
行
動
目
標
」
の
線
を
、
さ

ら
に
充
実
さ
せ
た
も
の
で
す
。

同

N
G
O
日
本
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
記
録
完
成
、

販
布
中

(
A
5
一
三

0
ペ
ー
ジ
、
英
文
の
も
)

「
会
」
に
五
部
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
価
格
は
近
日

中
に
確
定
さ
れ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
連
絡
会
へ
申

込
ん
で
下
さ
い
。

同
教
育
・
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
委
員
会
の
座
長
交
替
に

つ
い
て
「
す
す
め
る
会
」
は
加
盟
以
降
、
二
十
年
近
い
問

座
長
を
担
当
し
、
和
田
が
お
世
話
し
て
き
ま
し
た
が

新
年
度
か
ら
交
替
す
る
こ
と
に
な
り
、
五
月
の
総
会

か
ら
新
日
本
婦
人
の
会
・
大
学
婦
人
協
会
に
な
る
予

定
で
す
。
な
お
当
面
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
の
と
り
く

み
に
つ
い
て
「
会
」
の
梶
谷
さ
ん
が
助
言
・
支
援
し

て
い
ま
す
。

山
間
婦
人
相
談
所
・
婦
人
相
談
員
の
義
務
設
置
廃
止

に
反
対
す
る
要
望
書
提
出

廃
止
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
暴
力
や
責
春
被

害
が
つ
e

つ
い
て
い
る
状
況
か
ら
い
っ
て
、
反
対
を
要

望
し
ま
し
た
。

的
第
二
回
東
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム

8
・
2
1
M
、
ソ
ウ
ル
で
聞
か
れ
ま
す
。
連
絡
会

と
し
て
は
出
席
せ
ず
、
団
体
の
自
主
参
茄
で
す
。

14 
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〈
三
月
+
六
日
〉

l
、
総
会
、
集
会
に
つ
い
て
、
当
日
の
役
割
分
担
や

情
宣
な
ど
準
備
の
す
す
み
具
合
を
確
認
。

2
、
会
の
運
動
の
ま
と
め
の
本
作
成
に
つ
い
て
自
由

に
意
見
を
出
し
合
う
。
主
な
も
の
は
北
京
会
議
の
成

果
を
囲
内
の
今
後
の
運
動
に
?
な
げ
る
際
に
役
立
つ

よ
う
に
、
多
く
の
人
が
読
み
た
い
行
動
し
た
い
と
思

う
よ
う
な
タ
イ
ト
ル
を
な
ど
。
総
会
・
集
会
後
か
ら

具
体
的
に
と
り
か
か
る
。

3
、
連
絡
会
で
は
中
教
審
が
一
次
答
申
に
む
け
て
総

ま
と
め
の
審
議
を
し
て
い
る
中
、
文
部
省
に
学
校
教

育
に
関
す
る
要
望
書
を
提
出
。
ま
た
メ
デ
ィ
ア
に
関

す
る
学
習
会
を
も
っ
た
。
民
法
改
正
に
関
し
て
各
党

の
意
見
を
聞
く
会
を
も
ち
、
今
回
会
上
程
す
ら
危
い

状
況
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

4
、
埼
玉
県
大
宮
市
で
「
世
界
女
性
み
ら
い
会
議
」

開

催

。

参

加

の

お

誘

い

。

(

芦

谷

薫

)

〈
四
月
十
八
日
〉

⑨
四
月
六
日
の
集
会
に
つ
い
て
参
加
人
数
、
収
支
な

ど
に
つ
い
て
確
認
し
た
あ
と
、
感
想
を
話
し
合
い
ま

し
た
。
「
時
聞
が
短
か
か
っ
た
」
「
も
っ
と
聞
き
た
い

こ
と
が
あ
っ
た
」
と
い
う
声
が
多
く
、
「
こ
の
テ
ー

マ
な
ら
一
日
中
か
け
る
べ
き
だ
っ
た
」
「
短
か
か
っ

た
か
ら
ひ
き
し
ま
っ
た
」
と
い
う
意
見
も
出
ま
し
た
。

「
元
気
で
前
向
き
に
終
っ
た
か
ら
よ
か
っ
た
」
と
い

う
の
が
大
体
の
結
論
で
し
た
。

安
京
報
夏
号
は
い
つ
も
よ
り
多
く
七
百
部
刷
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

⑥
新
し
く
つ
く
る
資
料
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
決
め

ま
し
た
。

-
対
象
:
:
:
運
動
す
る
人
が
参
考
し
に
し
て
ほ
し
い

が
、
主
な
対
象
は
研
究
者
と
現
場
の
先
生
と
考
え
る
0

.
体
裁
B
5
版
加
l
mベ
l
ジ

・
買
い
取
り
分
を
多
く
す
る
と
い
う
条
件
で
出
版
社

に
交
渉
し
た
い
。

・
資
金
援
助
が
受
け
ら
れ
な
い
か
検
討
す
る
。

「
集
会
」
「
要
望
書
な
ど
」
「
訪
問
」
な
ど
、
活
動

ご
と
に
担
当
者
を
決
め
て
ニ
ュ
ー
ス
や
会
報
を
も
と

に
し
て
ま
と
め
て
い
く
。

・
す
ぐ
作
業
に
か
か
り
一
一
一
月
に
は
出
版
す
る
。

・
編
集
責
任
者
は
半
田
世
話
人
。
(
梶
谷
典
子
)

3
ペ
ー
ジ
の
運
動
方
針
に
あ
り
ま
す
よ
う

に
、
今
年
度
は
殆
ん
ど
資
料
つ
く
り
に
か
か
り

切
り
ま
す
が
、
ご
意
見
や
情
報
は
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
も
ど
う
ぞ
。
た
だ
し
、

事
務
局
へ
は
郵
便
で
お
願
い
し
ま
す
。
世
話
人

に
お
電
話
く
だ
さ
っ
て
も
結
構
で
す
。

制
第
引
回
{
墨
睦
科
教
育
研
究
者
連
盟
夏
季
研
究
集
会
開

期

学

校

の

再

生

と

{

杢

庭

科

教

育

制

刷
|
|
子
ど
も
が
学
習
の
主
人
公
に
|
|
明

-
と
き
八
月
一
日
(
木
)

1
三
日
(
土
)

-

と

こ

ろ

奈

良

市

奈
良
県
新
公
会
堂

一
一
日
記
念
講
演
H
高

漬

介

二

さ

ん

一

一

基

礎

講

座

等

一

一
三
日
全
体
集
会
H
特
別
報
告
平
山
洋
介
さ
ん
一

旅
館
大
文
字
と
大
仏
館

(
二
日
の
学
校
種
別
分
科
会
お
よ
び
宿
舎
)

・
問
い
合
わ
せ
先
武
市
成
子

電
話
と

F
A
X
o
四
一
一
八
|
七
六

1
0九一一一一一

関
部
夏

ω
e
フ
ォ
l
-
3
ム

似

仰
や
わ
ら
か
く

l
L
N西
湖

蜘

同
|
|
く
ら
し
・
教
育
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
|
|
刷

.
と
き
八
月
三
日
(
土
)

1
五
日
(
月
)

一
一
一
日
全
体
会
(
お
話
金
谷
千
都
子
さ
ん
)

四
日
分
科
会
(
「
家
庭
科
探
け
ん
隊
」
「
ど
う

す
る
?
日
本
の
男
女
平
等
運
動
の
こ
れ

か
ら
」
他
)

五
日
交
流
会

.
と
こ
ろ
山
梨
県
西
湖
セ
ミ
ナ
ー
ホ
テ
ル

あ
や

.
問
い
合
わ
せ
先
川
崎
絢
子

電
話
O
四
二
九
1

四
八
l
二
三
三
人
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